
R 6 年 4 月 12 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
1.活動場所:ふくふくプラザ（練習）創作居酒屋えんや（発表）
2.実施日程:令和5年11月24日（練習）12月9日（発表）　
3.実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要:
社内イベント・コミュニケーション研修の出し物であるマジックを
講師に習い、発表に向けて仲間と練習しながら研修に参加する
4.利用者数:5人(発表者）
＜目的＞

 1.利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい
仲間と共に学び実践しながらコミュニケーション能力の向上を図る
2.利用者にとってのメリット
楽しみながら期待と緊張感を持ち本番に臨む事が出来る
＜成果＞
1.実施した結果:目標を仲間と共有し、本番で全員発表出来た
2.得られた成果:ペアを組み練習を重ねた事で協調性が生まれた
3.課題点
各ペアでの練習のみだった為、全体練習をするとイメージ出来、
他のペアの様子も分かり良かったのではないか。

・苦戦しながらも楽しかった為、一生懸命取り組む事が出来た。
・体調が悪かったがマジックを習っていると気分転換になった。
・ミスターヒーローさんのマジックは分かりやすく教えて頂き、理解できて嬉しかった。
・短時間で習得できるマジックだったので自信を持つことが出来た。

住　所 福岡市早良区有田7丁目15-22-2 管理者名 山田　恵

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書
事業所名 カルペ 事業所番号 4011000736

■内容:AIやロボット、チャットGPT等進む中、人と人のヒューマン力や表現力を魔法のマジックを通じて学ぶ
■考察:手が器用でなくても、できる簡単なマジックを通じて、スタッフみんなでチャレンジしました。
マジックを観て感動、タネを知って笑顔に、そして人にみせるために演出、トークを考えて、実践することを研修しました。
■課題:一度でも成功すると笑顔と自信につながっています。
しかし、定期的にしないと出来なくなるので、楽しみながら継続することが大切だと感じました。

連携先企業（担当者） 日本コミュニケーション協会（会⾧ミスターヒーロー）

利用者からの意見・評価

電話番号 092-516-4015 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

様式２


